
 

 

令和７年度事業報告 

 

１ 小型船舶の交通安全に関する教育（公益１） 

 

○海難防止講習会 

（１）海上安全講習会 

各地区の小型船安全協会会員を主とした、プレジャーボート等の小型船のオー

ナー・ユーザー等の関係者及び水上バイクの会員を対象に、安全講習会を次のとお

り開催した。 

地 区 回 数 受講者数 

宇 部 １ １４ 

芦 屋 地 区 １ ２０ 

ひ び き 灘 地 区 １ ８０ 

有 明 海 １ ２５ 

伊 万 里 湾 １ ６０ 

唐 津 玄 海 １ ２１ 

長 崎 ４ １５０ 

佐 世 保 地 区 １ １５ 

対 馬 １ １８ 

平 戸 地 区 １ ３０ 

大 分 地 区 １ ３０ 

臼 杵 地 区 １ ２７ 

佐 伯 地 区 １ ２２ 

長 門 地 区 １ ２０ 

萩 地 区 １ ４０ 

福岡県海洋スポーツ協会・福岡地区 １ ４２ 

関 門 地 区 ２ ７８ 

洞 海 地 区 １ １９ 

津 久 見 地 区 １     ２ 

合 計 ２３回 ７１３名 

 

 

（２）安全講習会受講旗・受講証配布 

当協会会員が積極的に安全講習会に参加することで、同会員をはじめ海洋レク

リエーションの用に供する小型船舶の関係者の海難を防止するとともに、運航マ

ナーの向上を図ることにより、安全で秩序あるマリンレジャーの普及と発展に寄



 

 

与することを目的として、安全講習会受講旗を各海上保安部署含め６６７枚配布

した。 

また、船舶を持たない会員及び水上バイクの会員、各海上保安部署に安全講習会

受講証を３０枚配布した。（令和７年度 赤色） 

 

 

（３）小型船航海実習研修 

委 託 者：運輸安全委員会事務局 門司事務所 

     運輸安全委員会の調査官等に対する小型船舶による昼・夜間航海実習研修を計

画していたが、委託者の都合により、令和７年度は関東地区（公益社団法人 関東

小型船安全協会）で実施されたため、当協会には委託されなかった。 

 

 

○広報活動 

（１）ポスターカレンダーの作成 

安全運航を啓蒙するため「海難０への願い」と題し、安全運航のポイントとして、

「気象・海象情報の把握」、「発航前点検と事前連絡」、「救命胴衣の常時着用」、「見

張りの徹底と先行避航」、「海のもしもは１１８番」を訴えるポスターカレンダーを

作成し配布した。 

規格・作成部数  Ａ２版 カラー １５０部 

     配布先      各地区小型船安全協会及びその関係先 

 

 

（２）小型船舶安全運航２０２５の作成 

主として海上安全指導員が、陸上から訪船する現場指導やパトロール艇による

海上安全パトロールの際に、相手に手渡す指導啓蒙用及び会員募集用の「小型船

舶安全運航２０２５」を作成し配布した。 

規格・作成部数  A５版 ３１ページカラー １，０００部 

     配布先      小型船安全協会会員及びその他のプレジャーボート等小型

船のオーナー・ユーザー、マリーナ等 

 

 

（３）プレジャーボート安全運航のポイントの作成 

各種イベントや訪船指導、海上安全パトロールの際の安全運航啓蒙用のパンフ

レットとして「プレジャーボート安全運航のポイント」を作成し配布した。 

規格・作成部数  A５版 ２８ページカラー １，０００部 

     配布先      小型船安全協会会員及びその他のプレジャーボート等小型

船のオーナー・ユーザー、マリーナ等 



 

 

（４）絵本「海とモーターボート 冒険に出かけよう！」の作成 

公益社団時法人 西部海難防止協会から、海事広報展示館用に作成を依頼さ

れ、児童向け絵本「海とモーターボート 冒険に出かけよう！」を作成したうち

の２００部受領し配布した。 

規格・受領部数  Ｂ５版 ２６ページカラー ２００部 

     配布先      マリーナ等 

 

 

２ 小型船舶に対する海上安全パトロール（公益１） 

 

○海上安全指導員による安全活動 

（１）海上安全パトロール及び海浜パトロール 

海上安全指導員に、主として日祝日等のマリンレジャーの活発な海域での安全

パトロール艇によるパトロールと訪船指導を依頼し、プレジャーボート等の小型

船に対し救命胴衣の常時着用、航海計画の内容、船体・機関・装備品の整備状況、

気象の把握等に関して指導した。 

また、マリンレジャーが盛んな時期において、海水浴場周辺に出動し、海水浴場

等来場者の安全を確保し、砂浜付近まで進出可能な水上バイクの会員と連携し、安

全指導を実施した。 

 

各海上保安部署との海上安全パトロール 

地 区 現場指導員数 現場指導隻数 

ひ び き 灘 地 区     ２  ５ 

伊 万 里 湾    １２  ５ 

長 崎    １５ ３７ 

佐 世 保 地 区     ２     ２ 

平 戸 地 区     ４     ４ 

大 分 地 区     ７     ５ 

臼 杵 地 区  ６   ７ 

佐 伯 地 区  ２   ５ 

長 門 地 区     ２     ０ 

萩 地 区     ３     ８ 

合 計 ５５名  ７８隻 

 

 

 

 



 

 

（２）陸上からの訪船活動 

船溜まり及びマリーナ等に出向き、パンフレットを配布し、発航前点検、ライフ

ジャケット着用の声かけを実施した。 

地 区 訪船活動回数 現場指導隻数 

対 馬  １ １０ 

平 戸 地 区     ２ ３２ 

豊 前 海     ３   １５５ 

合 計  ６回 １９７隻 

 

 

当協会に所属する海上安全指導員の活動 

地 区 パトロール回数 訪船活動回数 

芦 屋 地 区      ４     ３９ 

ひ び き 灘 地 区 １９      ９ 

み や こ 地 区 ６４ ４４ 

有 明 海 ５０ １９ 

伊 万 里 湾 ３７ １０ 

唐 津 玄 海 １４５      ８ 

長 崎 ３２２ １５４ 

佐 世 保 地 区 １５９ ８４ 

対 馬  ３９      ６ 

平 戸 地 区 ６３ １２ 

大 分 地 区  ９ ８６ 

臼 杵 地 区 ３０ ５０ 

佐 伯 地 区 ４５      ０ 

豊 前 海      ０      ９ 

長 門 地 区      ４      ６ 

萩 地 区 １５    １０２ 

福岡県海洋スポーツ協会      １      ３ 

箱 崎 海 洋 ク ラ ブ      ０ ３０ 

関 門 地 区  ９ １３１ 

洞 海 地 区  ９２ ５５ 

福 岡 地 区      ３ ５８ 

合 計 １，１１０回    ９１５回 

 

 



 

 

（３）海上安全指導員会議 

実 施 日：令和７年１０月７日（火） 

     実施場所：門司港湾合同庁舎 ７階会議室 

     出 席 者：第七管区海上保安本部 交通部    ３名 

          福岡管区気象台 地震津波防災官   １名 

          各地区海上安全指導員       ２１名 

実施内容：（１）福岡管区気象台「地震・津波災害の防止軽減に向けて」 

（２）第七管区海上保安本部「小型船の海難状況について」 

（３）各地区小型船協会等の海上安全指導員から活動状況や問題点の

発表、ディスカッション 

（４）第七管区海上保安本部への要望、質問等 

各地区の小型船安全協会に所属する海上安全指導員の代表及び水上バイクの海

上安全指導員が、活動する上での問題点等について検討するとともに各地区の海

上安全指導員とのコミュニケーションを図ることを目的に実施した。 

 

 

３ 小型船舶の安全思想の普及及び宣伝（公益２） 

 

○海上イベントへの協力等 

（１）関門港ボート天国 

開 催 日：令和７年７月２０日（日） 

開催場所：北九州市関門港レトロ地区関門港門司区第１船溜まり及びその付近 

の海域 

プレジャーボートの安全運航とマリンレジャーに対する健全な普及と安全思想

の啓発を図るため、関門港で開催されたボート天国に参画し、警備を担当したほか、

一般市民１００名を海上安全指導員とともにモーターボートへ試乗させる行事を

実施した。 

また、門司港駅前にて門司海上保安部とパレードに参加し、パンフレットやグッ

ズ等を配布した。 

 

 

（２）２０２５九州ボートショーｉｎ福岡 

開 催 日：令和７年５月３１日（土）、６月１日（日） 

場 所：福岡市ヨットハーバー特設会場 

    来 場 者：２，３３３名 

     プレジャーボートの安全運航とマリンレジャーに対する健全な普及と安全思想

の啓発を図るため、２０２５九州ボートショーｉｎ福岡に参画し、来場者にパンフ

レット等を配布するとともに、セミナーブースにて安全運航セミナーを実施した。 



 

 

（３）安全啓発グッズの作成配布 

イベント等で配布するため、クリアファイルを１，０００枚作成し、３３８枚配

布した。 

     また、リーフレットを２５６枚、ステッカーを６２６枚配布した。 

配 布 先：小型船安全協会会員及び安全講習会、海上安全パトロール、イベン 

ト参加者 

 

 

４ 小型船舶の交通安全に関する調査及び研究（公益１） 

 

○調査研究受託事業 

（１）プレジャーボート機関故障の原因分析と安全対策検討業務（２か年） 

委 託 者：公益社団法人 西部海難防止協会 

     プレジャーボート海難隻数のうち最も多い機関故障海難を減少させるための対

策を検討するため、令和７年度は、過去５年間の海難データの調査分析、操縦免許、

船舶検査に関する法制度、既往検討資料、各機関が公開しているチェックリスト等

を調査するとともに、学識経験者、海事関係者、ボートメーカー関係者及び関係官

公庁職員等からなる「プレジャーボート機関故障対策調査検討委員会」を設置し、

令和８年２月１８日（水）に第１回委員会を開催した。 

 

 

５ 小型船による災害支援活動（公益１） 

 

○人命救助訓練 

（１）訓練 

各地区小型船安全協会において、各海上保安部署のもとで次のとおり人命救     

助訓練を実施した。 

地 区 実施回数 参加人員 参加隻数 

伊 万 里 湾    １     １２    ４ 

長 崎    １   ２８    ４ 

対 馬   １   ２９    ５ 

平 戸 地 区   １  ７    ４ 

福岡県海洋スポーツ協会   １  ３７  

合 計 ５回  １１３名  １７隻 

 

 

 



 

 

 

６ その他本協会が目的を達成するための必要な事業 

 

〇海上安全指導員用ベスト・マリンハットの貸与 

令和７年度に、新規で任命された海上安全指導員に対し、陸上及びイベント時に海難

防止活動をする際に着用できるベストを４着、マリンハット４個貸与した。 

 

〇関係会議への出席 

令和７年 

６月 

「令和７年度西日本海難防止強調運動推進連絡会議」 (公社)西部海難防止協会 

(瓜生会長出席) 

８月 「北九州空港護岸整備に伴う航行安全対策調査専門委

員会」第１回 

(公社)西部海難防止協会 

(船越専務理事出席) 

９月 「北九州空港護岸整備に伴う航行安全対策調査専門委

員会」第２回 

(公社)西部海難防止協会 

(船越専務理事出席) 

１１月 「令和７年度全国海難防止団体等連絡調整会議」 

 

(公社)日本海難防止協会 

(船越専務理事出席) 

１２月 「佐伯港大型客船入出港に伴う航行安全対策調査専門

委員会」 

(公社)西部海難防止協会 

(船越専務理事出席) 

令和８年 

２月 

「第 31 回西海防セミナー」 

 

 

「佐伯港大型客船入出港に伴う航行安全対策調査専門

委員会」第２回 

「博多港中央航路浚渫整備に伴う航行安全対策調査検

討部会」 

(公社)西部海難防止協会 

(瓜生会長、船越専務理事

出席) 

(公社)西部海難防止協会 

(船越専務理事出席) 

(公社)西部海難防止協会 

(船越専務理事出席) 

 

〇物品販売事業（収益） 

   協会旗頒布 

当協会会員の団結と意識の向上を促し、対外的に本会の活動をアピールすること

を目的として９０枚を有料で頒布した。 

 

 

 

 

 

 


